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交
流
の
ま
ち
を
目
指
す

産
業
と
観
光
に
よ
る

「
三
つ
の
城
」
と 

偉
人
を
多
数
輩
出
す
る
地

戦
国
最
強
と
い
わ
れ
た
義
の
武
将
・

上
杉
謙
信
公
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
知
ら

れ
る
上
越
市
。
市
内
に
は
、
上
杉
謙
信

ゆ
か
り
の
名
所
・
旧
跡
が
数
多
く
残
る
。

１
９
１
１
年
１
月
、当
時
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
軍
人
テ
オ

ド
ー
ル
・
エ
ド
ラ
ー
・
フ
ォ
ン
・
レ
ル
ヒ

少
佐
が
日
本
で
初
め
て
ス
キ
ー
の
指
導

を
行
っ
た
地
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
日
本

の
ス
キ
ー
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

上
越
市
は
、
新
潟
県
の
南
西
部
、
北

信
越
地
域
の
中
央
に
位
置
し
、
新
潟
県

内
第
３
位
と
な
る
19
万
人
の
人
口
を
擁

す
る
。
東
京
23
区
の
１・５
倍
も
の
広
さ

を
持
ち
、
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
が

あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
港
湾
と
し
て
の
直

江
津
港
、
日
本
三
大
夜
桜
の
高
田
公
園

な
ど
、
産
業
と
観
光
を
併
せ
持
つ
複
眼

都
市
で
あ
る
。

そ
し
て
、
上
越
市
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
の
が
「
三
つ
の
城
」。
越
後
の
国

を
治
め
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
築
か
れ
て

き
た
。
上
杉
謙
信
が
越
後
統
一
の
拠
点

と
し
た
の
が
山
城
「
春
日
山
城
」
だ
。

上
杉
景
勝
が
会
津
へ
移
封
さ
れ
た
後
、

上越市

新潟県

上
越
市
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（前ページ写真上）大水槽と日本海の水面が一体となった水族博物館「う
みがたり」

（前ページ写真中）国の指定史跡で日本百名城の一つ、上杉謙信公の居城
として知られる春日山城跡。その中腹に謙信公銅像がある

（前ページ写真下）高田城の跡に整備された高田公園と三重櫓（写真提供：
MAプランニング）

◀「産業夜景」も圧巻（写真提供：MAプランニング）

堀
秀
治
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
後
に
徳
川

家
康
の
六
男
、
松
平
忠
輝
が
入
城
し
た

「
福
島
城
」。
１
６
１
４
年
に
、
徳
川
家

康
の
命
で
「
高
田
城
」
が
築
城
さ
れ
た
。

忠
輝
は
初
代
城
主
と
な
り
、
そ
の
後
御

三
家
に
次
ぐ
家
格
の
松
平
光
長
へ
と
続

く
。
城
と
と
も
に
栄
え
た
直
江
津
と
高

田
の
ま
ち
。
そ
し
て
豊
か
な
海
山
の
恵

み
を
も
た
ら
す
周
辺
部
の
地
域
が
現
在

の
上
越
市
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
長
い
歴
史
と
固
有
の
気
候
風

土
の
中
で
、
人
々
が
知
恵
を
重
ね
合
わ

せ
、
培
っ
て
き
た
個
性
的
な
文
化
が
多

く
あ
る
。
豊
か
な
農
水
産
物
と
湿
度
の

高
い
気
候
を
生
か
し
た
多
彩
な
発
酵
食

品
が
そ
の
一
例
で
、
産
業
や
食
文
化
と

し
て
現
代
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
風
土
と
歴
史
を
背
景
に
、
近
代
日

本
の
礎
を
築
い
た
人
材
も
多
数
輩
出
し

て
い
る
。
日
本
画
壇
の
最
高
峰
・
小
林

古
径
や
郵
便
制
度
を
創
設
し
た
前
島

密
、
応
用
微
生
物
学
研
究
の
坂
口
謹
一

郎
、
本
格
的
国
産
ワ
イ
ン
づ
く
り
の
先

駆
者
・
川
上
善
兵
衛
ら
偉
大
な
先
人
の

業
績
は
今
も
な
お
色
あ
せ
な
い
。

ス
ト
ッ
ク
効
果
の
高
い 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え

て
き
た
上
越
市
に
は
、
直
江
津
港
を
は

じ
め
、
陸
路
と
し
て
北
陸
自
動
車
道
、

上
信
越
自
動
車
道
が
あ
る
。

そ
し
て
、
２
０
１
５
年
３
月
に
は
北

陸
新
幹
線
長
野
～
金
沢
間
の
開
業
に
よ

り
上
越
妙
高
駅
が
誕
生
し
た
。
東
京
と

上
越
妙
高
駅
が
最
速
１
時
間
52
分
で
結

ば
れ
た
ほ
か
、
長
野
ま
で
18
分
、
富
山

ま
で
39
分
、
金
沢
ま
で
62
分
と
首
都
圏

や
関
西
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
が
大

幅
に
短
縮
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
22
年
度
末
に

福
井
県
敦
賀
市
ま
で
延
伸
す
る
こ
と
も

決
定
し
、
大
阪
へ
の
利
便
性
が
高
ま
り
、

交
流
可
能
圏
域
が
よ
り
一
層
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

利
便
性
の
向
上
に
伴
い
、
上
越
市
の

魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
施
設
が
続
々

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
市
民
の
暮
ら
し

に
潤
い
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
多
く

の
観
光
客
を
呼
び
込
む
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
っ
て
い
る
。

一
つ
が
飼
育
数
世
界
一
の
マ
ゼ
ラ
ン
ペ

ン
ギ
ン
、
新
潟
県
内
初
の
シ
ロ
イ
ル
カ
、

日
本
海
を
バ
ッ
ク
に
躍
動
す
る
バ
ン
ド

ウ
イ
ル
カ
の
エ
リ
ア
な
ど
が
見
ど
こ
ろ

の
「
う
み
が
た
り
」。
上
越
市
に
お
け
る

80
年
を
超
え
る
水
族
館
の
歴
史
を
受
け

継
ぎ
、
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

も
う
一
つ
が
「
上
越
市
立
歴
史
博
物

館
」。
地
域
の
歴
史
に
焦
点
を
当
て
て
再

ス
タ
ー
ト
し
た
。
歴
史
の
舞
台
と
な
っ

た
場
所
で
、
上
越
市
の
歩
み
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
常
設
展
で

は
、
越
後
の
都
を
テ
ー
マ
に
し
た
安
土

桃
山
時
代
以
降
の
地
域
の
発
展
の
様
子

を
紹
介
し
て
い
る
。

19
年
12
月
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
な
る
「
謙
信
公
武

道
館
」
が
竣
工
予
定
だ
。

上
越
商
工
会
議
所
の
髙
橋
信
雄
会
頭

は
「
悲
願
の
北
陸
新
幹
線
・
上
越
妙
高

駅
の
開
業
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光

の
視
点
が
変
化
し
ま
し
た
。
新
幹
線
一

本
で
結
ば
れ
る
の
は
強
み
で
す
。
誘
客・

交
流
や
、
交
通
拠
点
と
し
て
の
優
位
性

を
生
か
し
た
新
た
な
企
業
誘
致
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。
ス
ト
ッ
ク
効
果

の
高
い
イ
ン
フ
ラ
を
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光

に
い
か
に
活
用
し
て
い
け
る
か
に
か
か
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

物
流
拠
点
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
の 

役
割
を
担
う
直
江
津
エ
リ
ア

直
江
津
港
は
、
本
州
日
本
海
側
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港

で
あ
る
韓
国
・
釜
山
港
と
の
国
際
定
期

コ
ン
テ
ナ
航
路
が
開
設
さ
れ
て
い
る
重

要
港
湾
だ
。
１
万
ｔ
を
超
え
る
コ
ン
テ

ナ
船
に
対
応
で
き
る
耐
震
強
化
岸
壁
と

広
く
使
い
や
す
い
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
が

整
い
、
混
雑
の
無
い
速
や
か
な
貿
易
手

続
き
な
ど
の
利
点
か
ら
、
物
流
の
取
り

扱
い
が
年
々
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
北
陸
自
動
車
道
と
上
信
越
自

動
車
道
の
結
節
点
に
近
く
、
上
越
魚
沼

地
域
振
興
快
速
道
路
の
整
備
も
計
画
さ

れ
る
な
ど
、
内
陸
物
流
に
も
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
高
速
交
通
網
が
整
っ
て
い

る
。さ

ら
に
、11
年
に
は
国
の
L
N
G
（
液

化
天
然
ガ
ス
）
拠
点
部
門
の
日
本
海
側

拠
点
港
に
選
定
さ
れ
、
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
拠
点
と
し
て
も
大
き
な
変
貌
を
遂

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
10
万
ｔ
を
超
え

る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
が
世
界
各
地
か
ら
入
港
し
、

火
力
発
電
所
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
か
ら
は
首
都
圏
を
中
心
に

１
都
８
県
に
送
っ
て
い
る
。

首
都
圏
や
中
部
圏
へ
の
電
力
、
ガ
ス

の
供
給
を
支
え
る
直
江
津
港
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
港
湾
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

う
だ
け
で
な
く
、
太
平
洋
側
で
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
際
の
物
流
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
拠
点

と
し
て
の
機
能
も
有
し
て
い
る
。

直
江
津
港
は
観
光
面
に
お
い
て
も
佐

渡
市
の
小
木
港
と
定
期
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

で
結
ぶ
海
の
玄
関
口
で
あ
り
、
多
く
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
高
速
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
「
あ
か
ね
」
の
就
航
に
よ
り
、

上
越
市
を
中
心
に
佐
渡
市
、
新
潟
市
な

ど
を
範
囲
と
す
る
県
内
周
遊
型
広
域
観

光
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
近
年
、
国
の
調
査
で
、
日
本

海
上
越
沖
の
海
底
に
次
世
代
資
源
と
い

わ
れ
て
い
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の

存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
近
い
将
来
、

新
た
な
海
洋
資
源
と
し
て
の
開
発
が
進

ん
で
商
業
化
が
現
実
の
も
の
と
な
れ
ば
、

上
越
沖
海
域
に
最
も
近
い
場
所
に
位
置

▲直江津港と小木港を結ぶ高速カーフェリー「あかね」

◀ビジネスと観光の
両面を支える北陸新
幹線

▲北陸自動車道と上信越自動車道が結節する上越ジャンクション（写真提供：
NEXCO東日本）

髙橋 信雄 氏
上越商工会議所 会頭
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す
る
直
江
津
港
は
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
る
。

歴
史
と
文
化
が
薫
る 

城
下
町
の
高
田
エ
リ
ア

現
役
で
営
業
し
て
い
る
日
本
最
古
級

の
映
画
館
で
、
そ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
雰
囲
気
が
多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い

る
「
高
田
世
界
館
」、築
年
数
・
営
業
年

数
が
百
年
以
上
の
全
国
の
料
亭
が
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
だ
百
年
料
亭
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
心
的
存
在
の
「
宇
喜
世
」、
創
業

２
０
０
余
年
を
数
え
自
慢
の
浮
き
糀こ

う
じ

味み

噌そ

が
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
上
越
」
に
も

認
定
さ
れ
て
い
る
「
杉
田
味
噌
醸
造
場
」

な
ど
、
歴
史
と
文
化
が
色
濃
く
残
る
高

田
エ
リ
ア
。

高
田
エ
リ
ア
は
駅
や
商
店
街
、
学
校
、

行
政
機
関
な
ど
の
都
市
機
能
に
加
え
中

心
市
街
地
が
あ
り
、
高
田
城
の
城
下
と

し
て
栄
え
た
歴
史
や
文
化
、
建
築
物
が

残
る
城
下
町
だ
。

そ
の
高
田
の
ま
ち
な
み
を
代
表
す
る

雁が
ん

木ぎ

は
、
町
家
の
軒
や
庇ひ

さ
し

を
張
り
出
し

て
つ
く
ら
れ
た
屋
根
付
き
の
通
路
で
、雪

国
に
お
い
て
冬
季
の
通
路
を
確
保
す
る

た
め
に
生
ま
れ
た
江
戸
時
代
か
ら
続
く

文
化
だ
。
雁
木
の
敷
地
は
個
人
の
所
有

で
あ
り
、
町
家
の
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ

通
路
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
総
延
長
日

本
一
の
雁
木
通
り
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

「
雪
国
で
あ
る
上
越
市
に
は
雁
木
の
よ

う
に
『
お
互
い
さ
ま
』
と
い
う
考
え
が

根
付
い
て
い
ま
す
。
こ
の
地
だ
か
ら
こ

そ
、
盲
目
の
女
芸
人
、
高
田
瞽ご

女ぜ

の
文

化
が
育
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
文
化
を
知
る
こ
と
で
相
互
扶
助
の
社

会
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
、

き
も
の
の
小
川
店
主
で
、N
P
O
法
人
高

田
瞽
女
の
文
化
を
保
存
・
発
信
す
る
会

事
務
局
長
の
小
川
善
司
さ
ん
は
言
う
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
街
な
か
映
画
館
再
生
委

員
会
委
員
長
の
岸
田
國
昭
さ
ん
は
「
古

い
も
の
を
残
し
て
い
く
こ
と
は
捨
て
る

よ
り
手
間
が
か
か
る
が
、
地
域
の
た
め

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」
と
「
高

田
世
界
館
」
の
た
め
に
奔
走
す
る
。

「
上
越
で
し
か
つ
く
れ
な
い
味
に
こ
だ
わ

り
、
発
酵
文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

伝
統
を
守
り
な
が
ら
新
し
い
分
野
に
も

挑
戦
し
て
い
く
」
と
話
す
の
は
、
杉
田

味
噌
醸
造
場
専
務
取
締
役
の
杉
田
貴
子

さ
ん
。

「
宇
喜
世
は
経
営
が
厳
し
く
な
り
、
倒

産
し
て
い
ま
す
。
料
亭
の
文
化
も
建
物

も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
、

当
社
が
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
料

亭
は
飲
食
の
場
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の

文
化
や
経
済
の
象
徴
で
も
あ
り
ま
す
」

（
宇
喜
世
営
業
・
総
務
部
営
業
部
長
の

布
施
一
彦
さ
ん
）。
百
年
料
亭
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
次
長
の
山
口
宗
夫
さ
ん

に
よ
れ
ば
、「
全
国
に
あ
る
百
年
料
亭
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
訪
日
外
国

人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
誘
客
策
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
」
と
い
う
。

高
田
エ
リ
ア
の
人
々
と
同
様
に
、
上

越
の
た
め
に
尽
力
す
る
人
た
ち
に
共
通

す
る
の
は
、「
今
あ
る
も
の
を
ど
う
生
か

す
か
」
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
点
で
は

な
い
か
。
地
域
を
本
当
に
好
き
な
こ
と
、

先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
大
切
な
歴

史
や
地
域
に
息
づ
く
文
化
を
後
世
に
伝

え
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
も
い
え
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
百
年
以
上
続
く
長
寿
企
業

が
多
い
の
も
納
得
が
い
く
。

「
販
路
開
拓
」「
創
業
支
援
」 

に
重
点
的
に
取
り
組
む

髙
橋
会
頭
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
人
手
不
足
お

よ
び
買
い
手
不
足
を
上
越
市
の
課
題
と

し
て
挙
げ
つ
つ
も
、「
商
工
会
議
所
と
し

て
は
、
地
方
創
生
に
向
け
て
２
０
１
８

年
に
中
期
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
地
域
づ
く
り
、
産
業
づ
く
り
、
基

盤
づ
く
り
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、『
販
路
開
拓
』『
創
業
支
援
』
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
」
と
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
。
商
工

会
議
所
が
開
催
す
る
創
業
塾
が
、
中
小

企
業
庁
に
よ
る
全
国
の
創
業
ス
ク
ー
ル

の
中
か
ら
、
地
域
に
根
差
し
た
取
り
組

み
で
か
つ
受
講
者
満
足
度
で
も
高
い
評

価
を
得
た
団
体
と
し
て
「
創
業
ス
ク
ー

ル
10
選
」
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
成
果

も
出
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
新
幹
線
開
業
に
よ
る
市
場

規
模
拡
大
に
伴
い
、
上
越
市
の
認
証
制

度
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
上
越
」
の
活
用
に

力
を
注
い
で
い
る
。
中
で
も
、
良
質
な

水
と
う
ま
い
米
に
恵
ま
れ
た
日
本
酒
や
、

１
８
９
０
年
創
業
の
岩
の
原
ワ
イ
ン
な

ど
特
産
品
を
携
え
全
国
の
商
談
会
に
参

加
す
る
な
ど
支
援
を
拡
充
し
て
い
る
。

ま
ち
に
ど
ん
な
未
来
を
描
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

「
北
陸
新
幹
線
と
東
海
道
新
幹
線
を
つ

な
ぐ
と
本
州
の
大
き
な
環
状
線
と
な
る

よ
う
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
も
観
光
も
大
き
な

視
野
で
日
本
を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
新
潟
県
の
玄
関
口
と
し
て
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
髙
橋
会

頭
は
意
気
込
む
。

「
進
学
な
ど
で
首
都
圏
に
行
っ
た
若
者
が

地
元
に
戻
り
、
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に

還
元
す
る
風
潮
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
。

販
路
開
拓
の
面
で
は
、
中
小
零
細
企
業

も
当
た
り
前
の
よ
う
に
首
都
圏
や
海
外

に
打
っ
て
出
ら
れ
る
環
境
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
創
業
に
関
し
て
は
、

創
業
率
が
全
国
で
も
低
い
新
潟
県
で
す

が
、
上
越
だ
と
商
工
会
議
所
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
か
ら
創
業
し
や
す

い
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
に
し
た

い
」（
髙
橋
会
頭
）

古
く
て
新
し
い
ま
ち
、
上
越
。
住
民

も
訪
れ
る
人
も
決
し
て
飽
き
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。

▲今年で108歳の現存する日本最古級の映画館、高田世界館（国の登録有形文化財）の魅力を発
信し続ける街なか映画館再生委員会 委員長 岸田國昭氏（右）

▲全国有数の積雪地帯としても知られる

▲2018年にグランドオープンした上越市立水族博
物館「うみがたり」

▲日本のスキー発祥の地・上越市をPRする
ために建設された「日本スキー発祥記念館」

▲日本三大夜桜の一つに数えられる、高田城百万人観桜会

▲宇喜世にて。同社営業・総務部営業部長 
布施一彦氏（左奥）と百年料亭ネットワー
ク事務局次長 山口宗夫氏（右奥）

▲書院造の荘厳な建物が目を引く老舗料亭、宇
喜世（国の登録有形文化財）

▲江戸年間、文化文政の創業よりみそづくり一筋
の杉田味噌醸造場の直営店舗

▲日本一古い飴屋、髙橋孫左衛門商店。
戯作者・十返舎一九も来訪した

▲上越・上田・甲府商工会議所で必勝祈
願の旅「三国同盟」を締結した。中央が
上越商工会議所 髙橋会頭

▲ご当地グルメ「謙信勝負飯」

◀小竹製菓の「笹だんごパン」

▲配流の身となった親鸞聖人が
上陸した地、居多ヶ浜

▲山椒大夫で広く知られる「安寿
姫と厨子王丸の物語」に関連する
供養塔

▲上杉謙信公を祭神に祀（ま
つ）っている春日山神社

▲2019年12月オープン予定の新潟県立武道館の外
観CG

▲高田瞽女（ごぜ）の文化を保存・発
信する会事務局長 小川善司氏

まちの

新 潟 県
上 越 市

取材にご協力いただきました、上越商工会議所からプレゼントがあります
読者プレゼント 詳しくは68頁をご覧ください

▲毎年10月に開催される、上越の酒とグ
ルメが集合する越後・謙信SAKEまつり


